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被
災
地
で
の
復
旧

・
復
興
事
業

は
、　
一
九
六

一
年
制
定
の
災
害
対

策
基
本
法
を
部
分
的
に
改
定
し
な

が
ら
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
済

成
長
段
階
で
の
法
律
で
あ
り
、
二

〇

一
〇
年
代
の
復
興
事
業
と
し
て

は
状
況
が
そ
ぐ
わ
な
い
点
も
出
て

い
ま
す
。

最
大
の
懸
念
は
、
こ
の
法
律
に

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
適
用
さ
れ

周
辺
環
境
へ
の
配
慮
大
切

な
い
こ
と
で
す
。
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
の
大
部
分
が
漁
業
や
農

業
な
ど
第

一
次
産
業
を
生
業
と
す

る
地
域

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
死
活
問
題
と
な
り
ま
す
。
生

活
再
建
の
速
や
か
な
復
旧
は
必
要

で
す
が
、
海
岸
線
や
山
林
の
巨
大

開
発
で
生
業
の
拠
点
を
失

っ
て
は

元
も
子
も
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
沿
岸
部
の
巨
大
防
潮

堤
建
設
――
写
真
＝
に
つ
い
て
の
議

論
は
依
然
と
し
て
続

い
て
い
ま

す
。
三
陸
沿
岸
部
の
約
二
百
八
十

ロ
キ
房
と
、
津
波
が
遡
上
し
た
河
川

流
域
の
各
地
で
工
事
が
進
ん
で
い

ま
す
。
復
旧
を
急
ぐ
た
め
、
当
該

地
域
で
の
話
し
合
い
が
途
上
の
ま

ま
、
着
工
し
た
例
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

工
事
の
過
程
で
赤
土
や

コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
流
出
す
る
こ
と
で
、
河

川
を
遡
上
す
る
魚
の
産
卵
に
影
響

を
及
ぼ
す

こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。
防
潮
堤
の
建
設
で
は
、
海
岸

線
と
河
川
沿
い
に
長
さ
十
数
房
の

鉄
板
を
打
ち
込
む

こ
と
な
ど
か

ら
、
カ
キ
や
ホ
タ
テ
な
ど
貝
類
の

養
殖
場
で
あ
る
汽
水
域
の
環
境
を

変
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
太
陽
に
照
ら
さ
れ
た

コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
表
面
温
度
は
高
温
に
な

る
た
め
、
巨
大
防
潮
堤
周
辺
で
は

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
現

象
が
起
き
る
こ
と
も
気
が
か
り
で

す
。

一
造
る
か
否
か
の
二
者
択

一
の
議

論
で
は
な
く
、
造
る
な
ら
周
辺
環

境
に
配
慮
し
て
安
全

・
安
心
を
得

ら
れ
る
設
計
が
必
要
で
す
。
復
興

は
い
安
全

・
安
心
と
環
境
保
全
の

両
者
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
復
興
事
業
を
し

た
は
い
い
が
、
三
陸
の
魚
が
激
減

し
た
の
で
は
本
末
転
倒
で
す
¨
生

き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
の
命

が
生
か
さ
れ
る
社
会
と
な

っ
て
、

は
じ
め
て
復
興
宣
言
が
な
さ
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

一　

※
こ
の
連
載
は
、
東
京
の
Ｎ

一

一
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
と
、
被
災

一

一地
の
女
性
た
ち
が
協
力
し
て
復

一

一興
に
取
り
組
む

「結
結
プ

ロ
ジ

一

一
ェ
ク
ト
」
の
協
力
を
得
て
、
掲

一

一載
し
て
い
ま
す
。
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